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JMOOC講座 

 

1. ᴫせ 

インターネットを利⏝したオープン教⫱は、学⏕に対する学修⿵助効ᯝ、教⫱の㉁の

向上が期待されるだけでなく、「大学の▱」を♫会に㑏元する♫会㈉⊩にもつながるも

のであり、本学の新たな「価値」「意味」を創出する役割を担うと⪃えられる。また、

国内のみならずグローバルに本学の▱名度を㧗める広報効ᯝが期待できる。 

本学は 2014 年度より日本オープンオンライン教⫱推㐍協㆟会㸦JMOOC㸧に加┕し、

JMOOC 公ㄆ㓄信プラットフォーム「gacco」にてẖ年㸯㹼㸰ㅮ座を㛤ㅮしてきた。2022

年度は㸰ㅮ座を JMOOC公ㄆプラットフォーム「gacco」にて㛤ㅮした。 

 

2. 利⏝≧ἣ 

(1).㛤ㅮㅮ座情報 

ㅮ座① 

ㅮ座名㸸AIとメタバースの⌧在地と未来  

ㅮ師㸸人工▱⬟⛉学◊✲⛉  

内山Ὀ伸 教授・℧㞞人 准教授・三宅㝧一㑻 ≉任教授 

㛤ㅮ期㛫㸸2023年㸯月 17日㸦ⅆ㸧㹼㸱月 20日㸦月㸧 

反㌿授ᴗ㸸2023年㸰月 18日㸦土㸧14:00㹼16:00 

受ㅮⓏ㘓⪅数㸸2,616名 

受ㅮ修了⪅数㸸645名 

修了⋡㸸24㸣 

反㌿授ᴗ参加⪅㸸16名 

 

 図 1㸸ㅮ座①コースカード 

 

ㅮ座② 

ㅮ座名㸸DX変㠉リーダー・エッセンシャルズ 

提供元㸸ビジネスデザイン◊✲所㸦斎⸨明 教授 担当㸧 



2 

㛤ㅮ期㛫㸸2023年㸰月 17日㸦㔠㸧㹼㸱月 10日㸦㔠㸧 

受ㅮⓏ㘓⪅数㸸1,232名 

受ㅮ修了⪅数㸸497名 

修了⋡㸸40㸣 

 

図 2㸸ㅮ座②コースカード 

※本ㅮ座はビジネスデザイン◊✲所による文㒊⛉学┬委ク事ᴗ㸦「DX ➼成㛗分

㔝を中心とした就⫋・㌿⫋支援のためのリカレント教⫱推㐍事ᴗ」㸧「DX変㠉

リーダー⫱成プログラム」の一⎔で㛤ㅮされたものである。 

 

(2).反㌿授ᴗ㸦「AIとメタバースの⌧在地と未来」㸧 

 ㅮ座①「AIとメタバースの⌧在地と未来」については、2023年㸰月 18日㸦土㸧

にụ⿄キャンパスにて反㌿授ᴗを⾜った。当日は 16名が参加し、人工▱⬟⛉学◊

✲⛉の⤂介、TAによる ChatGPTについての⤂介、ㅮ師㝕への㉁問、グループウ㆟・

Ⓨ⾲を実施した。ㅮ師㝕への㉁問コーナーではάⓎな㉁␲応⟅が⾜われており、参

加⪅の意ḧの㧗さがうかがえた。 

 授ᴗ後に任意参加で最先➃のἐ入型 VRᶵ器体㦂を実施したところ、ほとんどの

参加⪅がṧり、その場でもㅮ⩏内容や人工▱⬟⛉学◊✲⛉に㛵する㉁問がㅮ師㝕

に寄せられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3㸸反㌿授ᴗのᵝ子 
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(3).アンケート㞟ィ㸦「AIとメタバースの⌧在地と未来」㸧 

メディアセンターにて㛤ㅮ支援を⾜ったㅮ座①「AI とメタバースの⌧在地と未

来」について、JMOOC㓄信プラットフォームを㐠営しているᰴ式会♫ドコモ gacco

から提出された「受ㅮ≧ἣ➼各✀㞟ィ⤖ᯝと受ㅮ⪅からのアンケート⤖ᯝについ

ての分析報告書」より一㒊抜⢋する。 

 

① 「AIとメタバースの⌧在地と未来」受ㅮ≧ἣ 

(1). 

 

 

 

 

② 「AIとメタバースの⌧在地と未来」性年代別受ㅮ≧ἣ 

 

 

 

 

 

 

③ 「AIとメタバースの⌧在地と未来」アンケート⤖ᯝ㸦抜⢋㸧 

⫋✀㸦受ㅮ前㸧 

カテゴリ 実数 % 

01㸬フルタイム 710 65.8% 

02㸬パートタイム、アルバイト 87 8.1% 

03㸬専ᴗ主婦㸦夫㸧 29 2.7% 

04㸬↓⫋ 172 15.9% 

05㸬小学⏕ 0 0.0% 

06㸬中学⏕ 0 0.0% 

07㸬㧗ᰯ⏕ 14 1.3% 

08㸬▷大⏕・㧗専⏕・専㛛学ᰯ⏕ 3 0.3% 

09㸬大学⏕ 37 3.4% 

10㸬大学㝔⏕㸦修士ㄢ⛬㸧 12 1.1% 

11㸬大学㝔⏕㸦博士ㄢ⛬㸧 1 0.1% 

12㸬上グ以外の学⏕ 14 1.3% 

回⟅数合ィ 1079 100.0% 
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本学との㛵係㸦受ㅮ前㸧 

カテゴリ 実数 % 

01㸬❧教大学の在学⏕である 11 1.0% 

02㸬❧教大学の㝃属・⣔属ᰯの⏕徒である 0 0.0% 

03㸬❧教大学の卒ᴗ⏕である 19 1.8% 

04㸬❧教大学に勤務している 2 0.2% 

05㸬❧教大学を受㦂したい㸦または子供に受㦂

させたい㸧と⪃えている 

17 1.6% 

06㸬❧教大学とはまったく㛵係がない 1030 95.5% 

回⟅数合ィ 1079 100.0% 

 

ㅮ座‶㊊度㸦受ㅮ後㸧 

カテゴリ 実数 % 

01㸬大変‶㊊ 245 49.3% 

02㸬まあ‶㊊ 226 45.5% 

03㸬やや不‶ 20 4.0% 

04㸬不‶ 6 1.2% 

回⟅数合ィ 497 100.0% 

 

オンライン学⩦で⥅⥆して学びたい分㔝㸦受ㅮ後㸧 

カテゴリ 実数 % 

01㸬一⯡教㣴 332 29.1% 

02㸬┤接仕事と㛵係のない分㔝の▱㆑ 214 18.8% 

03㸬最新のトレンドや動向 409 35.9% 

04㸬普㐢ⓗな哲学 164 14.4% 

05㸬その他 21 1.8% 

回⟅数合ィ 1140 100.0% 

回⟅人数合ィ 497  
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3. 2022年度のまとめ 

2018 年以㝆、本学 JMOOC ㅮ座の受ㅮ⪅Ⓩ㘓数は年々ῶ少傾向にあり、Ⓩ㘓⪅数が

2,000 名を下回る≧ἣが⥆いていたが、㸱年ぶりに 2,500 名を㉸えるⓏ㘓⪅数となっ

た。また、文㒊⛉学┬委ク事ᴗの一⎔で㛤ㅮした「DX 変㠉リーダー・エッセンシャル

ズ」については、受ㅮ⏕の募㞟期㛫がなく、㛤ㅮと同時に募㞟告▱を⾜ったにもかかわ

らず、1,000名を㉸えるⓏ㘓⪅があり、同ᵝの㡿域分㔝のㅮ座や他┬庁で公㛤している

コンテンツにẚ㍑すると多くの受ㅮ⏕を㞟めることがきた。「AIとメタバースの⌧在地

と未来」の受ㅮ前アンケートでは、受ㅮ動ᶵとして「“AIとメタバース”というテーマ

に⯆味があった」との回⟅が 83.8㸣と一␒多く、いずれのㅮ座も「AI」「DX」という㏆

年ὀ┠を㞟めているキーワードのテーマであったことが受ㅮⓏ㘓⪅数増加のせ因であ

ると⪃えられる。同ㅮ座の受ㅮ後アンケートでの⮬⏤グ㏙でも、「最㏆の動向を⌮ゎで

きた」「なんとなくゝⴥだけ▱っていた AIとメタバースについて῝く⌮ゎできた」と、

最新のトピックについて学べたことがⰋかったというコメントが多く┠❧った。 

2022 年度㛤ㅮㅮ座について、他に≉➹すべきⅬとしては、大学㝔提供のㅮ座であっ

たということも挙げられる。これまで本学では学㒊のㅮ座を提供してきたが、2022 年

度は⊂❧◊✲⛉の大学㝔からのㅮ座提供となった。ḟ年度も人工▱⬟⛉学◊✲⛉のㅮ

座提供を予定しているが、本学の学㒊⏕が⊂❧◊✲⛉の学びにゐれられるᶵ会にもな

るため、学外への広報だけでなく、学内の学⏕に向けてのㅮ座周▱も十分に⾜うように

᳨ウしたい。 


